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3対象
　

年次 後期開講期 選区分 30時間数 1単位

小松雅樹
担当教員

実務
経験 職種

各球技種目の特性やルールを理解しながら、基礎技術からゲームまで指導を受けながら各種目を体験します。

授業概要

本講義では、近年盛んに行われている様々なニュースポーツを体験し、限られた設備や器材でもスポーツを楽しめる
方法を体験します。各種目の用具構造や技術・ルールに対する基本的な知識の習得をします。

到達目標

初回オリエンテーション（座学）にて、実施対象種目の基礎知識を学び理解を深めた後、練習を繰り返しながら最終
的な試合形式の体験を行います。

授業方法

成績評価については、授業中の参加姿勢/学習意欲（リーダーシップ、積極性、学習に対する向上努力など）40%、試
験結果（実技試験/中間/期末/定期的な提出物など）30%、出席状況30%とし、授業内における達成度・到達度を総合
的に判断して行います。なお、成績評価を受けるためには、全授業の75％以上の出席が必要となります。

成績評価方法

練習内容によって学内外の練習場を使用した授業を行います。授業参加には用具（グローブ、シューズなど）が必要
な場合もありますので、実施前に準備用具についての説明を行います。用具使用や施設利用において危険行為や指示
に従わなかった場合には、授業参加中止の上、退出を指示することがあります。

履修上の注意

映像教材および講師配布資料を使用

教科書教材

無

実習種別

回数 授業計画

第1回

イントロダクション：ニュースポーツ競技についてのゲーム内容、用具の種類、ルールに
関する説明

第2回

基礎技術練習１：実際に器材を使用した技術練習を行い、練習試合に向けたスキルアップ
をしていきます。

第3回

基礎技術練習２：実際に器材を使用した技術練習を行い、練習試合に向けたスキルアップ
をしていきます。
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第4回

基礎技術練習３：実際に器材を使用した技術練習を行い、練習試合に向けたスキルアップ
をしていきます。

第5回

基礎技術練習４：実際に器材を使用した技術練習を行い、練習試合に向けたスキルアップ
をしていきます。

第6回

基礎技術練習５：実際に器材を使用した技術練習を行い、練習試合に向けたスキルアップ
をしていきます。

第7回

練習試合１：習得した基礎技術を使って試合体験を行います。

第8回

練習試合２：習得した基礎技術を使って試合体験を行います。

第9回

練習試合３：習得した基礎技術を使って試合体験を行います。

第10回

練習試合４：習得した基礎技術を使って試合体験を行います。

第11回

試合体験５：習得した基礎技術を使って試合体験を行います。

第12回

トーナメント１：トーナメント形式による試合を行います。

第13回

トーナメント２：トーナメント形式による試合を行います。

第14回

トーナメント３：トーナメント形式による試合を行います。

第15回

トーナメント４：トーナメント形式による試合を行います。


